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ない，（4）アスペインの in vivoでの機能解析実験や vivoと vitroをつなぐ定量的実験をする必要がある，（5）
カルサイト海，アラゴナイト海の地質学的変遷との進化的対応や生態的機能との関連などをさらに検討すべ
きであるなど，本論文の欠点や今後の課題も指摘することかできるが，（3）（4）（5）は世界でこれまで誰も
踏み入れたことのない未知の領域であり，本論文の成果をふまえた上での今後の研究に期待したい。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
